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Ⅰ.Ⅰ. ᮭᮖᮿᮩ

ᗅᯀがಫᛏᮗる

まちづくり

ᗅᯀがಫᛏᮗる

まちづくり

ᗅᯀᮊᗅᯀᮊ

ӆӳのᩡ̭ᯐ生かᮕᮝ

まちづくり

ӆӳのᩡ̭ᯐ生かᮕᮝ

まちづくり

ᮧᮑᮥᯀᮧᮑᮥᯀ
ईᆷϋዅᮨ

まちづくり

ईᆷϋዅᮨ

まちづくり

ᮁᮡᮼᮥ ᯀᮁᮡᮼᮥ ᯀ

出雲市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

ˬᤳ市

-���は、ᲆᲄᲅܔ੭の国連サᰓ᯼でसࣜされたᴞ国ᤉ社会にᮇけるᲆᲄᲇᲄܔまでのᢳ発ྜனᴟです ईβ続ϋዅなőを

実ນするためのᲅのྜனとᲅのター᯦᯼で構࢞され、ᴞ地球ŉのᗅŃ人としてιりజさないᴟことをᖶっていますβ

出雲市では、こうしたőᕝのྜனをͻ˲にᚮまえ、ᇒϗऔጟᕼの各ৢხ、ხのऽにιりᆙんでいきますβ

ᴞi္ӄ੭ᴟ、ᴞ日が౪ᮾኆ地ᴟなᮧ、ςの時Ʈから、出雲は、

特別なኆ地として人々の心に೦く̊まれてきましたᵝ

ᴞi出雲္ᖩᴟから続くいώにᮇいて、生活様ݜがՑ化する中にあっても、

出雲のᘩかなጓ、伝ᆬৌ化、人のഄかさは、

ՑわらᮘນƮに生きるၚたちにκけ継がれていますᵝ

ᵢʑ人からκけ継いだᙄを守り、௳őƮにしっかりとݡき継ᮎため、

Ɵ、出雲の新たなฯ語ᴞ
い ᮘ も し ん わ

出雲新ᖩᴟが、ư下のӹ本ຜ߂のもと、֠ まりますᵝ

いにしえ
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ᲆᲄᲇᲄ年にϠᮏᮝˬᤳ市のᮿᮔす᮷ᮋ

まᮟᮣ ᮍᯈのٍઝɦをဪします。

ӹࠫ
まちづくりのٍઝɦ

ӹࠫᮥؑᮿᮝᲆのまᮟᮣᮍᯈ

の施ხにᮡᮁᮤ、ʪǗིなιᆙ

ᮦྜ னȰをဪします。

ӹᕼ

ٍઝɦᯐؕນᮗるᮝᮿの
ᲀᮡのӹৢხ

ʪ体ིᮨ取組と
ྜனȰ

ᲁᱼのまちづくりのხ

01 ˬᤳ市ᇒϗऔጟᕼᴞ
ᮁᮘᯀᮕᯑᯌ

ˬᤳৠᖩᱼᱺ ᱽᱺ ᴟᮦᮭ
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（যђ）
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（ᕼ）

Śᙄলᕼ（3ܔ） Śᙄলᕼ（3ܔ） Śᙄলᕼ（3ܔ）

వܔ度źᄁ

（1）ხؑのྜིu ቓ࠺

（2）ᕼの࢞

　出雲市総合振興計画は、まちづくりを進めるための基本的な方向を示す、本市の最上位の計画です。
　前出雲市総合振興計画　新たな出雲の國づくり計画「出雲未来図」では、まちづくりの将来像「げんき、
やさしさ、しあわせあふれる縁結びのまち出雲」の実現のために、6つの基本方策と4つの戦略プロジェクト
を掲げ、雇用創出や交流人口、定住人口の拡大等を重点的に取り組んできました。
　こうした取組により、定住人口17万人を維持し、雇用創出2,500人の目標を達成するなど、市民の約9割
が住みやすいと感じるまちとして発展してきました。
　一方、急速に進む少子高齢化や、激動する国際・国内情勢の動向、頻発する大規模自然災害に対する
安全安心意識・気候変動による環境意識・人生100年時代における健康意識の高まりなど、価値観や
ライフスタイルが多様化し、本市を取り巻く環境も大きく変化しています。
　さらに、令和2年（2020）1月以降、新型コロナウイルス感染症が世界中で猛威をふるい、市民生活や
経済・文化活動に多大な影響が生じる一方で、デジタル化の進展や脱炭素の流れは、私達の生活様式にも
大きな変化をもたらしました。
　このような変化に柔軟に対応するために、人口減少問題に立ち向かう「出雲市まち・ひと・しごと
創生第２期総合戦略」やSDGｓ（持続可能な開発目標）の理念をふまえ、2030年のめざすべき将来の姿
とそれを実現するための基本方策を示す、出雲市総合振興計画「出雲新話2030」を策定しました。

（3）ᕼᢷ

　基本計画については、施策ごとに PDCA サイクル（計画・
実行・評価・改善）による点検・評価検証を毎年度実施します。
　必要に応じて、施策内容や目標値を見直すことで、より
効率的で効果的な施策を実施します。

出雲市総合振興計画「出雲新話2030」は、「基本構想」と「基本計画」で構成しています。

８年　令和４年度（2022）～令和11年度(2029）

出雲市の現状（社会情勢、市民満足度調査結果、課題、地域特性）をもとに、出雲市の
めざすべきまちづくりの将来像、その実現に向けた基本方策を示しています。
各基本方策に、チャレンジする目標を設定し、各種施策を推進します。加えて、目標人口と
エリア別将来像で構成しています。
総合振興計画と「出雲市まち・ひと・しごと創生第2期総合戦略」は、人口減少を克服し、
将来にわたり持続可能な出雲市を実現していくという目的は共通することから、「出雲市
まち・ひと・しごと創生第2期総合戦略」との整合性を図ります。
議会の議決を経て策定します。

〇

〇

〇

〇

前期3年（令和４年度～令和６年度）、後期5年（令和７年度～令和１１年度）

時代の変化に対応するために、前期と後期に分け、各施策に目標値（重要業績評価指標・
KPI）を設定し、施策を推進します。
前期期間は、「出雲市まち・ひと・しごと創生第２期総合戦略」の計画期間の終期と
合わせ、3年（令和4年度（2022）～令和6年度（2024））とします。

〇

〇

ᴘᵣऽ体̅ᵣᴙ

ӹᕼにूᮐるʪ体ིᮨ取組ᮭ Śɯᙄলᕼにྒりᜦᮽ వɯܔ度źᄁにᮇᮁてʪ体ͨᮕまᮗᵝ
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ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション・デジタ
ル技術による変革）の取組により、行政のみ
ならず、社会全体のデジタル基盤整備・デジタル
技術活用を進め、デジタルサービスが広く浸透
し、さらにそれらのサービスが連動していくこと
で、様々な社会課題を解決し、価値を創造して
いくことが期待されます。

࠘ԉ࣌ᓴのٶ

人口減少と少子高齢化の進行により、社会経済
活動の担い手が減少し、社会保障の問題や地域
コミュニティの維持が困難になるなど様々な影響
が懸念されています。将来にわたって活力ある
地域社会を維持していくため、人口、経済、地域
社会の課題に一体的に取り組む必要があり
ます。

Ƙρٖu 高ٖͨ

「誰一人取り残さない」社会の実現をめざし、
社会・経済・環境の調和を取りながら広範囲な
課題に総合的に取り組むための１７の目標
「ＳＤＧｓ」の推進が求められています。

TEH°のऽ

新型コロナウイルス感染症は、社会全体に大き
な影響を与えました。ウィズコロナ、アフター
コロナの新しい生活様式に対応できる新しい
社会を築いていく必要があります。

ᯗᯖズᯧᰡ᯾へのه

人口減少や行政ニーズの多様化など、地域社会
における課題は複雑化かつ多様化しており、
このような地域課題の解決に当たっては、行政の
みならず、市民・地域活動団体・企業など様々な
主体が協力して取り組むことが重要になって
います。

·ɥによるまちづくり

全国的に、豪雨や地震などの自然災害、高齢者
や子どもの交通事故、特殊詐欺による被害など
が発生しており、安全かつ安心して暮らせる
社会づくりが求められています。

ʠu؈ ᘈの高まり࠺؈

地球温暖化をはじめとする地球規模での環境
問題が深刻化し、国際的にも意識が高まって
います。脱炭素・循環型社会の形成に向け、
行政、企業及び市民がそれぞれ責任ある行動を
とることが重要になっています。

ໆԢu ᯙᰁルᯡーцᦪ

人々の価値観やライフスタイルの多様化が進ん
でおり、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）が実現した社会を構築していくことが
重要になっています。また、国籍、性別、性的
指向、性自認、年齢、障がいの有無などにかか
わらず、市民一人ひとりが活躍する社会の実現
が求められています。

ǺȰᕫᯁ
ᰝᯕᰉᯭ ᯳ᯕルの՚ஒͨ
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